９９．フェイクニュースにはだまされないぞ！
１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　道徳，学級活動，総合的な学習の時間
３．指導意図
　2016年アメリカの大統領選では「ローマ法王がトランプ候補を支持している」など選挙に絡むフェイクニュースが話題となった。ネット上のデマ情報に関しては、それ以前も様々な形で流れることがあり、それが大きな影響を及ぼすと、しばしばニュースで取り上げられることもあった。ただ、フェイクニュースという言葉で表現されるようになったのはこの頃からである。国内でも2016年の熊本地震の際には、「動物園からライオンが逃げた」というフェイクニュースが写真入りでネット上に流れた。2021年では新型コロナウイルスに関連したフェイクニュースも多く流れた。
　これらのフェイクニュースは、誤情報と異なり、虚偽であると知りながら意図的に公表されたり拡散されたりするものである。特に最近ではAI技術を利用し、本人と見分けがつきづらい偽の動画投稿などディープフェイクと呼ばれる巧妙なフェイクニュースも流れるようになり、大きな問題となってきている。

　ここでは、フェイクニュースとはどのようなものかを知り、その背景について確認する。そして、このようなフェイクニュースにだまされないようにするにはどのようにしたらよいのか、そのポイントについて考えさせることを主なねらいとする。また、その背景にはフィルターバブルやエコーチェンバー現象というものがあることを知り、情報を見極める際の姿勢についてもふれる。
４．指導目標

　①　フェイクニュースとはどのようなものかについて知る。
　②　ファイエクニュースが流れる背景について知る。
　③　情報の正しい見極め方を考え、フェイクニュースにだまされない姿勢を身に付ける。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
○ネット上の情報にだまされた経験があるかを想起する。

○ネット上のデマ情報に出会った経験を想起する。
○デマ情報のことをフェイクニュースと言うことを知る。

	○ネット上の情報にだまされた経験がある生徒がいたら、具体的な事例を発表させる。また、その生徒に対して、なぜだまされてしまったかを問う。
○ネット上のデマ情報に出会った経験があったら、具体的な事例を発表させる。
○具体的な事例があがらなかったら、2016年のアメリカ大統領選や熊本地震の際のフェイクニュースを紹介する。
○2016年アメリカ大統領選でデマ情報が流れて問題になった頃からフェイクニュースという言葉が使われるようになったことを知らせる。

	（2） 展開

○本事例を暗転するところまで視聴する。
○フェイクニュースが流れる背景について考える。

○フェイクニュースにだまされてしまうからくりについて考える。
○フェイクニュースにだまされないようにするための対応について考える。
（予想される回答例）
・情報の発信元が信頼できるところかどうかを確認する

・複数の情報を比べてみる
・すぐに信用せず，正しい情報かどうか疑ってかかるようにする
	○本事例でのやり取りを通して確認させる。

○ここではからくりについて確認することにとどめ、フィルターバブルやエコーチェンバーの用語についてはふれない。
○本授業の主題にあたる発問なので、時間をかけて考えさせる。必要に応じてグループ内で意見交換をさせる。


	（3） まとめ

○本事例の、「学習課題」及び「ポインは
ココ」を視聴する。
	○「ポイントはココ」をもとに、フェイクニュースにだまされないようにするために注意する点を確認する。
○時間があれば、フィルターバブルやエコーチェンバーやディープフェイクに関してふれる。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法

　フェイクニュースやディープフェイクは年々巧妙になってきており、保護者世代でもだまされてしまい、場合によっては被害者が多くてニュースに流れることもある時代になった。保護者とともに被害にあわないようにするためにも、ネット上の情報には常に批判的に見ていく姿勢が求められるようになった。
　フェイクニュースに自分がだまされただけであれば、自分の判断の甘さを反省すれば良いだけであるが、そのフェイクニュースを他の人に知らせてしまうと、自分もフェイクニュースに加担したことになってしまう。そうなってしまった場合には、フェイクニュースとわかった段階で、知らせてしまった相手に連絡を入れるべきである。
７．指導資料

●インターネットトラブル事例集（総務省）
　　https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/under18/
　


